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報 道 ０

議 案

野 田 委 員

「第３次山梨県子ども読書活動推進実施計画（仮称）」（素案）に対する県民意見提
出制度の実施について

一番問題なのは課題のほうの学校以外で読まないとか、授業以外で、そこのと
ころがちょっと問題なんじゃないのかなと思うんですよね。第４章の数値目標
なんだけど、小学校、中学校で、この１４％とか２５％という中途半端な数値
目標ってどこから出てくる。

岩 下 課 長 根拠がございまして、これまでの経緯の中、全国の数値と比較をする中で設定
させていただいております。山梨県の場合、全国に比べてかなりいい数字は出
ているんですけれども、そうは言っても全国との差を詰められているようなと
ころもあります。そういった中で、全国の数字、山梨県のこれまでの経緯の中
からこの数字を算出して出させていただきました。

教 育 長 具体的に１４％という数字はどこから出てきたか教えてください。

野 田 委 員 これ見るとね、学校において一斉読書活動の普及というところは全国レベルで
かなりいいのね。でも、学校以外の読書活動が不十分。全国からいくとかなり
低いじゃないですか。こういうのは本来の意味での読書習慣を身に付けるとい

会 議 要 旨



その右の課題の下に書いてある黄色の枠の中に『家庭・地域において読書時間
は十分確保してきてない』ということが重要視していると、そういうことでい
いの。

岩 下 課 長 はい、そうです。
決まった時間、学校で、例えば朝読書というような形で毎日１０分間とか決め
たところはかなり実質高くなっているんですが、それ以外に自分から進んで図
書館に行ったりとか、自分で家で本を読んだりという部分がまだ不十分なとこ
ろがあるという。

低いじゃないですか。こういうのは本来の意味での読書習慣を身に付けるとい
うことが付いてないという意味じゃないの。
第１章の真ん中のところの学校における一斉読書活動の普及というところを見
ると、全国平均よりいいでしょう。特に中学校なんて１００％すばらしい成績
ですね。だけど、今度はその右側の課題のところへいって、学校以外での読書
活動が不十分というところでいうとかなり低いじゃないですか。それを考える
と、本来の読書習慣、要するに学校以外でも家とか、趣味で読書するとかとい
うほうが少ないんじゃないのかなと。本来はここを改善するべきなんじゃない
のかなと思って。

岩 下 課 長 おっしゃる通りです。

教 育 長

和 田 委 員 各学校で家読の取り組みを結構、今、していますよね。それで多分良くなって
いるんじゃないかなと思うんですけれども定着はしてないというか、そういう
ことが、実際には、言われればするけれども、それが本物になってないという
ことですかね。

岩 下 課 長 そういうことですね。

和 田 委 員 小学校なんかも、高学年になるとだんだん本を読まなくなるのが、他にもやる
ことがいろいろ出てきたり、学校なんかも休み時間になると委員会活動とか、
人によってはそういう活動があったりして、中々本を読んでいる時間がなかっ
たり、放課後に活動がありますよね、部活があったりとか、それは山梨県だけ
じゃないと思うんですけれども、そのへんも難しかったり。でも、本を読んで
ない子でも漫画の本は読んでいるとかという子がいて、この本というのは多分
漫画の本は入ってないですよね。あとはスマホをしているとか、あとは塾に
行っているとか、小学校の場合だったらスポ少に行っているとか、ということ
も大きいのかなと。
だから家に帰ってからどんな生活をしているかということもきちんと把握した
上で、どういう取り組みが可能かということを考えていかないと、中々学校

教 育 長 それを左下のほうの黄色の枠の実施計画の重点取り組みの中に反映させている
ということでいいの。

岩 下 課 長 はい、そうです。

教 育 長 真ん中の上のね、今、野田委員さんが言われた学校における一斉読書活動の普
及は数字が良くなっていて、その下の家庭内で親子で本を読む機会の増加。家
庭だよね。それが例えば中学校は１６．７％が４４．７％って、２倍以上に機
会が増えているのに、右側の課題の２つ目の黒ぽつで学校以外の読書活動が不
十分で中学校が数字が悪くなっているじゃないですか。これはどうやって考え
ればいいの。
家庭での本を読む機会は中学校はものすごく増えたけれども、学校以外の読書
活動が不十分だっていう割合が高まっているのは、これはどうやって見るんで
すか。どういう考えなんですか。

岩 下 課 長 真ん中の家庭はあくまでも家庭の親子でというふうに限定しているところでご
ざいまして、右側の課題は、それ以外、学校以外全てが含まれてきていますの
で、例えば放課後とか、休みの日に図書館に行くとかというようなところが左
側のほうには反映されていないんですよね。あくまで親子読書と言うんです
か、家読、家の中で親子で読むところについては改善されているといるけれど
も、それ以外の家庭以外のところがまだ不十分だというふうなことです。



武 者 委 員 ちょっとまず質問なんですけれども、家庭内で親子で本を読む機会ということ
でも、小学校は分かるんですけれども、中学校はどんなふうに親子で読む機会
というのは、ちょっと考えて分からなかったんですけれども。

それから、いいですか。
今、小さい子もどんどんスマホを手にしたりして、スマホ育児なんていうふう
な言葉もあるんですけれども、病院とか、大勢、公共の場所に行った時にどう
しても子どもが泣き止まないと、スマホを与えると子どもが静かになって、そ
れは周りの人が子どもがうるさいというふうなサインを送るからということも
あって、困ってやる場合もあるんですけれども、結構小さいうちから触れてい
るということもあるので、できるだけ視力の低下という問題もあるので、小児
科の先生たちはできるだけそういうものは早くから触れさせないなんていうこ
ともあるんですけれども、その代わりに親が、時間が取れるかどうか分からな
い。できるだけ読み聞かせをしてあげるとか、本の面白さというのを伝えてあ
げるのは小学校に上がってからの段階もですが、その以前の、やっぱり幼児期
からそういう、ここにもありますけれども、読書習慣というのを親自身もその
へんはがんばってもらうような形で啓発をしていったらいいのかなということ
が１点。
それからボランティアの育成で、読み聞かせなんかも、学校ではしてくださる
方をお願いしているんですけれども、本のことにとっても詳しい方がいるんで
すけれども、そうでない方もいるんですが、山梨県のＮＰＯで子ども図書館と
いうのがありますよね。あそこで子ども達にどんな本を与えるか。何でも読め
ばいいというんじゃなくて、いろいろな本の中から子どもの成長にとってどん
な本が必要かということをすごく勉強されているんですけど、その講座を受け
るんですが、講座を１年間で本当に２０講座ぐらいあるんですけど、そういう
のを自己負担で出しているんですよね、ボランティアの方々、ボランティアを
やってもいいという方達が。できれば、８万くらいかかるのかな、年間。でき
ればそういうのがちょっと補助が出たりとかという、ボランティアを育てると
いう意味でしていただけるといいのかなとちょっと思いました。

岩 下 課 長 課題の囲ってある４つの一番上の『家庭・地域において読書時間が十分確保で
きていない』というのが、そこの、多分子どもはその本を読まないということ
でなく、今、先生おっしゃるように、塾ですとか、スポ少ですとか、そういっ
た中で読みたくても読めないという状況もあるということで、確保できていな
いということにさせていただいています。

飯 室 委 員 実施計画５年間という、ものすごい長いスパンですよね。結構、これを見てい
ると、何か直近の１年間をやればいいというような、そういう計画ですよね。
でも５年間になると電子図書とか、そういうものも間違いなく入ってくるんで
すよ。そういう先のことも加えて実施要項等々に入れておかないと、これは何
か全然そういう時代に反している。ただ机上の資料を作って、それをただ追い
かけていけばいいという、そういうのが何か感じですよね。もう少しやっぱり
見える化で具体的に。これから先、特に子ども達なんかそういうのを一番敏感
に対応すると思いますので、そういうチャンスなんか早く与えてやればかなり
前に行くと思うんですよね。本当にそこのところをぜひ加えて、よろしくお願
いします。

和 田 委 員

岩 下 課 長 家読ということで、これまでも取り組んできていることなんですけれども、そ
の中で親子で本を読みましょうというようなことで、小学校、中学校、呼びか
けをしています。

だけでこういうことはとても難しいし、親の意識も変えていかなきゃいけない
し、親自身が、今、本をあまり読まなくなっているから、家庭で本を読んでい
る姿というのを子どもがあまり見てないというところもあるかと思うんですけ
ど、そのへんを、結構取り組みは難しいかなという感じがします。

武 者 委 員 小学校の場合は、以前、私の子どの時、本を持ってきて、同じ本を子どもも親
も読んで感想を書かせて提出するというのがあったんですけれども、中学生の
場合はどんな感じでするのかなと思って。



岩 下 課 長 中学校では、学校のお便りで広く呼びかけるですとか、おすすめの本を紹介す
るとか、また資料を配布する等しながら、学校からも周知をして図っていただ
く中で取り組みをしていただいています。

武 者 委 員 同じ時間で親も本を読みましょうと、別の本でもいいですけどということなん
ですね。
分かりました。

岩 下 課 長 先程の１４％のところですけれども、すみません、遅くなりました。
国が１０年間で不読者を半減させるという目標を掲げています。山梨県の場
合、現状、かなり国よりもいい水準にありますので、５年間で６０％というよ
うなところで１４％。現在、２２．９のところは６０％で１４％。中学校４
１．６％の６０％で約２５％ということで掲げさせていただいております。
それから、この計画は、一応５年間というふうにしておりますけれども、本文
の３ページのところに挙げさせていただいたんですけれども、実施期間につい
て５年間としていますが、今後の国や県の動向や社会情勢の変化を踏まえ、必
要に応じて見直しを行うというふうにしております。
また、スマホについても、急速に普及してきているわけで、政府の中で急遽１
１ページのスマホとの状況のところで挙げさせていただいております。
また、この部分については、良い、悪いというようなことではなく、その良さ
を生かすことができるような取り組みを展開していくとか、また学校だけでは

岩 下 課 長 親子で一緒に本を読むとか。

武 者 委 員 この読書を推進するのは、国が法律で決めるくらいですから、情緒教育の情緒
ですとか、あと教養を付かせたいというようなことも目的にあるかと思うんで
すけれども、自分自身の経験で、もう中学生ぐらいになりますと、今だと読み
やすい本ってたくさんあると思うんですね。先程、委員さんからお話ありまし
たように、どうしても漫画にいってしまう。辞書とか、あと歴史書とか、全
部、勉強なんかも、参考書も今は漫画になっていたりするようなことが多いよ
うなんですけれども、やっぱり活字を読んで、速読だけど読んで、自分で想像
を膨らませたりとか、あるいは読んで、ザッと読んで要旨をまとめる、中でま
とめるなんていうことは訓練だと思うんですよね。あと日本の文化とか見るた
めにも、明治・大正とかに書かれた本ってどうしても、大人が読んでもやっぱ
りちょっと読みづらかったりするけれども、中学生ぐらいって果敢にそういう
のに、分からないんだけど何かいいという、いいらしいからとりあえずがん
ばって読んでみようみたいなところができる年代だと思うんですね。
自分の経験で、やっぱり中学の時に、学年で本を、６クラスあったんですけれ
ども、６種類、１クラス５０人だったので５０冊ずつ買ったんですね。毎月、
毎月、Ａ組は、今回は課題はこの本みたいな形で、クラスで毎月、毎月回って
来たんです。勉強と一緒でそれは大変だったんですけれども、読んで必ず感想
文を提出すると。かなり固い、難しい、とても学校でそういうふうにやらなけ
れば、ちょっと読まない、それこそ明治・大正文学全集の中の本みたいな感じ
だったんですけれども、その時は大変だったんですけれども、今になってみる
とそれがすごく役に立っているなぁと思われたので、ちょっと、小学生では何
でも好きな本を読むよというのはいいと思うんですけれども、もし、せっか
く、本腰を入れて山梨県でやるのであれば、大変でいろいろ初めは反発がある
かもしれないですけれども、ちょっとそういった硬派の、これはでも日本人
だったら知っててほしいよねというような本を、あえてそういうふうにやって
みるということもいいのかななんて思いました。
そうじゃないと親のほうが読んでなかったりするので。また、一緒に子ども
もって言えば、今、お話ありましたように、大人がスマホをやったり、テレビ
を見たりとかしているのに、子どもに本を読めと言っても、これは無理な話で
すね。だから本当に本、楽しいよということを、親のほうにも啓蒙しなくちゃ
いけないし、多分、そういった図書館がすごく充実しているところが山梨県は
多いという印象がありますので、本当に本好きの人の近くに子どもの本と、面
白い読んでみたいな、あれ読んでみたいな、ワクワクする、これ面白かったと
よっていうので、推理小説、何でもいいんですけれども、そんなふうな形で本
を読んでいるのってカッコいいよね、電車の中で見ている時も、本読んでいる
のってカッコいいよねというような雰囲気をちょっと、山梨って本読んでいる
人多いよねというような感じになったら良いかななんて思いました。

教 育 長 ありがとうございました。



２ な　　し

３ な　　し

教 育 長 学習漫画ね・・つまらないんだよな。
これ別に、私、漫画って大好き。例えば三国志を漫画で読んで、横山光輝さん
を読んで、面白いなって言って吉川英治さんにいくんですよ。『項羽と劉邦』
も同じね。多分横山光輝さん。歴史漫画がものすごく多いので、あれを読むと
ね、司馬遼太郎さんのところにいくんですよ。だからもっと深く。
漫画の位置付けも昔と違って、例えば『おそ松くん』とか、『がきデカ』と
か、それがいいかどうかって、世の中に何か役に立つかと言うと分からないん
ですけれども、コミックも、もしかすると何かいいきっかけになる、使い方は
あるんだろうと思うんですけどね。
もう１つ、私もみなもと太郎という作者の『幕末風雲記』という、これはもの
すごく史実が細かく書いてあって、そうすると本を読むんですよ。だから漫画
の使い方って、コミックの使い方って、もしかすると図書館だとかで、学校教
育で使えるかどうか分からないですけれども、何か使い方があるのかなとは
思っています。
漫画って要約をするから、裏はもしかすると浅いのかもしれないけれども、例
えばこれも要約版です。今、飯室委員さんからものすごくいい話が出て、電子
書籍だとかという話があって、多分、こちらのほうにはその記載が多分あるん
ですよ。これは要約版で、これをきっかけに、こういうところで実際に中を見
るといろいろ、「ああ、ここまで書いてあるのか」という話がある。これって
漫画と同じ役割を持っているんだと思うんですよ。これをいかにうまく書くか
によって、こういうところの計画の中に興味を持ってもらうかというのは、市
町村さんだとか学校の皆さんだとか。だから、これが漫画の位置付け、漫画も
こういう位置付けを持っているんだろうと思うんですけど。
これは今の学校教育、私は良く知らないので分からないんですけれども、使い
方って、やっぱりあるのかなとは思っているんですよね。どうでしょうかね。

野 田 委 員 うちなんかもね、漫画で学べる、決算書の読み方とか、会社の経理のやり方と
か、そういうのを、とにかく買ってこいって言うね。一番最初に入るには、そ
のほうがフワッとでもいいから全体像が分かる。要するにこれのもっと簡単版
ですよ。でイメージがつかめるとだんだんこれに則って、最終的にはこっちに
いくみたいなパターンでやるんですよ。
僕もね、教育長と同じ、横山光輝の『三国志』を読んで吉川英治へいったパ
ターンが、『項羽と劉邦』も同じだななんて思って聞いてましたけれども。そ
れを僕は、漫画というのは、漫画が駄目なんじゃなくて、漫画も表現手段の一
手段だと思っているから、それはありだと思う、十分。

その他報告

【原案どおり決定】

報 告 事 項

教 育 長 漫画にも一律で括るんじゃなくて、使い方によっては生きる漫画もあるんで
しょうね。０か１００じゃないかとは思うんですけれどもね。そんなことも今
後、この読書の中にいきなり漫画と入れると誤解を生むから、いろいろ使い方
はあるんだろうと思うんですけどね。
ありがとうございました。

なくて、家庭や地域と連携した取り組みが大切ですということで課題として挙
げさせていただいているところです。

教 育 長 さっき、武者委員さんからも話があったんですけれども、漫画の取り扱いっ
て、漫画って、図書館に行くと結構漫画ってあるんですよ。漫画っていうの
は、読書の、先程、和田委員さんが入らないと言ったんですけれども、漫画っ
て本の中に入れてないという位置付けでいいんですか。

岩 下 課 長 物によっては学習漫画のようなものは入っていて・・



〔　教育長閉会宣言　〕　


